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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　道路床版の側端部にPCa壁高欄を設置し、当該PCa壁高欄の下端部と前記道路床版の側端

部との間にグラウト材を充填することにより構成される道路床版とPCa壁高欄との接合構

造において、前記道路床版の側端側に前記PCa壁高欄の下端部から道路床版の側端部にか

けてフック状に折り返して連続する捨て型枠が設置され、当該捨て型枠の上端部は前記PC

a壁高欄の外面側の下端部に固定され、当該捨て型枠のフック状に折り返した下端部は前

記道路床版の側端部に固定され、かつ当該捨て型枠と前記道路床版の側端部との間および

当該道路床版の側端部と前記PCa壁高欄の下端部との間にグラウト材が充填されてなるこ

とを特徴とする道路床版とPCa壁高欄との接合構造。

【請求項２】

　請求項１記載の道路床版とPCa壁高欄との接合構造において、前記捨て型枠は上部捨て

型枠と下部捨て型枠とからなり、前記下部捨て型枠の下端部と上部捨て型枠の上端部にそ

れぞれフック状の連結部が形成され、かつ当該連結部どうしを噛み合わせることにより、

下部捨て型枠と上部捨て型枠が連結されていることを特徴とする道路床版とPCa壁高欄と

の接合構造。

【請求項３】

　請求項１または２記載の道路床版とPCa壁高欄との接合構造において、フック状に折り

返した下部捨て型枠の下端部が前記道路床版の側端部の下面より下方に突出していること

を特徴とする道路床版とPCa壁高欄との接合構造。
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【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か ひ と つ に 記 載 の 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と の 接 合 構 造 に お い て 、

捨 て 型 枠 は 、 耐 腐 食 性 の 金 属 板 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 道 路 床 版 と PCa壁 高

欄 と の 接 合 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

　 道 路 床 版 の 側 端 部 に PCa壁 高 欄 を 設 置 し 、 当 該 PCa壁 高 欄 の 下 端 部 と 前 記 道 路 床 版 の 側 端

部 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ と に よ り 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と を 接 合 す る 道 路 床 版

と PCa壁 高 欄 と の 接 合 方 法 に お い て 、 前 記 道 路 床 版 の 側 端 側 に 前 記 PCa壁 高 欄 の 下 端 部 か ら

道 路 床 版 の 側 端 部 に か け て フ ッ ク 状 に 折 り 返 し て 連 続 す る 捨 て 型 枠 を 設 置 し 、 前 記 当 該 捨

て 型 枠 の 上 端 部 は 前 記 PCa壁 高 欄 の 外 面 側 の 下 端 部 に 固 定 し 、 下 端 部 は 前 記 道 路 床 版 の 側

端 部 に 固 定 し 、 か つ 前 記 捨 て 型 枠 と 前 記 道 路 床 版 の 側 端 部 と の 間 お よ び 当 該 道 路 床 版 の 側

端 部 と 前 記 PCa壁 高 欄 の 下 端 部 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 道 路 床 版

と PCa壁 高 欄 と の 接 合 方 法

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と の 接 合 方 法 に お い て 、 前 記 捨 て 型 枠 を 上 部 捨 て

型 枠 と 下 部 捨 て 型 枠 と か ら 構 成 す る と 共 に 、 前 記 下 部 捨 て 型 枠 の 上 端 部 と 上 部 捨 て 型 枠 の

下 端 部 に そ れ ぞ れ フ ッ ク 状 の 連 結 部 を 形 成 し 、 あ ら か じ め 前 記 下 部 捨 て 型 枠 を 前 記 道 路 床

版 の 側 端 部 に 、 上 部 捨 て 型 枠 を 前 記 PCa壁 高 欄 の 外 面 側 の 下 端 部 に そ れ ぞ れ 固 定 し 、 次 に

前 記 連 結 部 ど う し を 噛 み 合 わ せ て 上 部 捨 て 型 枠 と 下 部 捨 て 型 枠 と を 連 結 す る こ と を 特 徴 と

す る 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と の 接 合 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 床 版 の 端 部 と プ レ キ ャ ス ト (以 下 「 PCa」 )壁 高 欄 と の 接 合 構 造 お よ び 接

合 方 法 に 関 し 、 道 路 橋 な ど の 新 規 の 壁 高 欄 の 設 置 お よ び 既 存 の 壁 高 欄 の 改 修 等 を 急 速 施 工

に よ り き わ め て 容 易 に か つ 経 済 的 に 行 え る よ う に し た も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 橋 な ど の 道 路 床 版 の 両 側 端 部 に は 、 主 と し て 車 輛 の 視 線 誘 導 や 橋 面 外 へ の 逸 脱 を 防

止 す る 目 的 で 壁 高 欄 が 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の 種 の 壁 高 欄 は 、 こ れ ま で 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 設 置 さ れ 、 そ の 改 修 等 も 場

所 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 行 な わ れ て い た が 、 最 近 で は 安 定 し た 品 質 、 強 度 、 耐 久 性 の

向 上 、 さ ら に は 現 場 施 工 の 省 力 化 、 工 期 短 縮 、 施 工 環 境 改 善 (騒 音 の 低 下 )等 の 理 由 に よ り

JIS工 場 で 製 作 さ れ た PCa壁 高 欄 に よ っ て 施 工 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 同 様 の 理 由 に よ り 道 路 床 版 に は プ レ テ ン シ ョ ン PC鋼 材 や ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材

に よ っ て 補 強 さ れ た プ レ キ ャ ス ト ・ プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト (以 下 「 PCa・ PC」 )床 版

が 採 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 と こ ろ で 、 こ れ ま で 建 設 さ れ て き た 道 路 橋 な ど の 橋 梁 は 、 近 年 老 朽 化 が 進 み 、 特 に 近 年

の 車 両 交 通 量 や 重 交 通 の 増 加 等 に 伴 い 、 今 後 、 改 修 、 架 け 替 え 等 が 大 幅 に 増 え る こ と が 予

想 さ れ る 。 ま た 、 施 工 に あ た っ て は 工 期 の 短 縮 化 、 現 場 施 工 の 省 力 化 等 が 求 め ら れ 、 必 然

的 に 壁 高 欄 お よ び 道 路 床 版 の Pca化 が さ ら に 進 む こ と が 予 想 さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ３ ０ １ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ０ ３ ６ ２ ０ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 公 昭 ５ ８ － ４ １ ２ ５ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 道 路 橋 な ど の 場 所 打 ち 壁 高 欄 は 、 図 ６ に 図 示 す る よ う に 、 一 般 に 道 路 床 版 が RC構 造 の 場

合 、 壁 高 欄 30の 外 面 が 道 路 床 版 31の 側 端 面 と ほ ぼ 面 一 に な る よ う に 設 置 さ れ る が 、 図 ７ に

図 示 す る よ う に 道 路 床 版 31が 特 に プ レ テ ン シ ョ ン PC鋼 材 や ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材 32に よ

っ て 補 強 さ れ た PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 の 場 合 は 、 図 ７ に 図 示 す る よ う に 道 路 床 版 31の 側

端 部 に PC鋼 材 32の 端 部 と PC鋼 材 32の 端 部 を 定 着 す る 定 着 ナ ッ ト 等 の 定 着 具 33が 突 出 す る た

め 、 図 示 す る よ う に PC壁 高 欄 30の 下 端 部 に 水 切 り 部 34を 設 け て 道 路 床 版 31の 側 端 部 に PC鋼

材 32の 端 部 と 定 着 具 33が 露 出 し な い よ う に な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 一 方 、 図 ８ に 図 示 す る よ う に PCa壁 高 欄 の 場 合 、 こ の 部 分 の 水 切 り 部 34を PCa壁 高 欄 30本

体 と 一 体 に 形 成 す る こ と は 施 工 的 、 構 造 的 お よ び 構 造 細 目 的 に 困 難 と 考 え ら れ 、 こ の た め

、 こ の 部 分 の 水 切 り 部 34は 一 般 に 、 PCa壁 高 欄 設 置 後 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト や グ ラ ウ ト モ

ル タ ル に よ っ て 施 工 さ れ る が 、 施 工 場 所 が PCa壁 高 欄 30の 外 面 側 で あ り 、 し か も 高 所 作 業

に な り や す い た め 、 型 枠 の 製 作 や 設 置 な ど の 点 で 急 速 施 工 の た め の PC化 に は 問 題 が あ っ た

。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 特 に 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材 に よ っ て 補 強 さ れ た 道 路 床 版 に あ っ て は 、 ポ ス ト テ

ン シ ョ ン PC鋼 材 が 劣 化 等 に よ り 破 断 し て 道 路 床 版 の 側 端 部 か ら 突 出 す る お そ れ が あ っ た 。

さ ら に 、 永 年 の 経 過 と 共 に 水 切 り 部 34の コ ン ク リ ー ト が 劣 化 し て 脱 落 す る お そ れ も あ っ た

。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 道 路 橋 な ど の 新 規 の 壁 高 欄 の

設 置 お よ び 既 存 の 壁 高 欄 の 改 修 等 を 急 速 施 工 に よ り き わ め て 容 易 に か つ 経 済 的 に 行 え る よ

う に し た 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と の 接 合 構 造 お よ び 接 合 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る

も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 床 版 の 側 端 部 に PCa壁 高 欄 を 設 置 し 、 当 該 PCa壁 高 欄 の 下 端 部 と 前 記 道 路

床 版 の 側 端 部 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄

と の 接 合 構 造 お よ び 接 合 方 法 の 発 明 で あ り 、 道 路 床 版 の 側 端 側 に PCa壁 高 欄 の 下 端 部 か ら

道 路 床 版 の 側 端 部 に か け て フ ッ ク 状 に 折 り 返 し て 連 続 す る 捨 て 型 枠 が 設 置 さ れ 、 か つ 当 該

捨 て 型 枠 と 前 記 道 路 床 版 の 側 端 部 と の 間 お よ び 当 該 道 路 床 版 の 側 端 部 と 前 記 PCa壁 高 欄 の

下 端 部 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 が 一 体 に 充 填 さ れ て い る こ と で 、 特 に ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材

の 劣 化 等 で 、 PC鋼 材 が 破 断 し て 道 路 床 版 の 側 端 部 か ら 突 出 す る の を 防 止 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 コ ン ク リ ー ト の 劣 化 に 伴 う 道 路 床 版 側 端 部 の コ ン ク リ ー ト の 剥 落 事 故 を 未 然 に 防

止 す る こ と が で き 、 ま た こ れ に よ り 道 路 床 版 側 端 部 に 突 出 す る PC鋼 材 の 端 部 お よ び 定 着 具

の 露 出 も 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 捨 て 型 枠 は 上 部 捨 て 型 枠 と 下 部 捨 て 型 枠 と か ら 構 成 さ れ 、 上 部 捨 て 型 枠 の 上 端 部

は PCa壁 高 欄 の 外 面 側 の 下 端 部 に 、 下 部 捨 て 型 枠 の 下 端 部 は 記 道 路 床 版 の 側 端 部 に そ れ ぞ

れ 固 定 さ れ 、 か つ 上 部 捨 て 型 枠 と 下 部 捨 て 型 枠 は 双 方 の 端 部 に 形 成 さ れ た フ ッ ク 状 の 連 結

部 ど う し を 噛 み 合 わ せ る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る こ と で 、 グ ラ ウ ト 材 の 充 填 は 道 路 床 版

側 か ら の 作 業 の み と な り 、 従 来 の 型 枠 に 比 べ て 作 業 足 場 等 が 不 要 に な る 等 し て 、 工 期 の 大

幅 な 短 縮 化 と 工 事 費 の 低 減 化 等 を 図 る こ と が で き 、 ま た 作 業 足 場 に よ る 高 所 作 業 が 低 減 で

き 作 業 の 安 全 性 の 向 上 に 繋 が る 。

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 ま た 、 フ ッ ク 状 に 形 成 さ れ た 連 結 部 に お い て 捨 て 型 枠 の 寸 法 誤 差 や 施 工 誤 差 を 容 易 に 修

正 す る こ と が で き 、 し か も PCa壁 高 欄 背 面 の 雨 だ れ 水 が 捨 て 型 枠 の 内 側 に 浸 入 す る の を 防

止 す る こ と が で き 、 さ ら に 連 結 部 が 劣 化 し て も 捨 て 型 枠 が は ず れ て 脱 落 す る お そ れ も な い

。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 フ ッ ク 状 に 折 り 返 し た 下 部 捨 て 型 枠 の 下 端 部 が 前 記 道 路 床 版 の 側 端 部 下 面 よ り 下

方 に 突 出 し て い る こ と で 、 PCa壁 高 欄 お よ び 捨 て 型 枠 背 面 の 雨 だ れ 水 が 道 路 床 版 の 背 面 を

流 れ 落 ち て 道 路 床 版 の 背 面 を 汚 す こ と も な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 捨 て 型 枠 は 、 ス テ ン レ ス 板 な ど の 耐 腐 食 性 の 金 属 板 か ら 形 成 さ れ て い る こ と で 、

長 年 の 風 雨 に よ る 劣 化 を 防 止 で き る と 共 に 錆 付 き に よ る コ ン ク リ ー ト 表 面 の 汚 れ を 防 止 す

る こ と が で き 、 ま た 加 工 も 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 グ ラ ウ ト 材 に は 高 耐 久 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル 等 を 充 填 す る こ と に よ り 、 雨 水 の

浸 入 に よ る 補 強 筋 の 腐 食 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 床 版 の 側 端 側 に PCa壁 高 欄 の 下 端 部 か ら 道 路 床 版 の 側 端 部 に か け て フ ッ

ク 状 に 折 り 返 し て 連 続 す る 捨 て 型 枠 が 設 置 さ れ 、 か つ 当 該 捨 て 型 枠 と 前 記 道 路 床 版 の 側 端

部 と の 間 お よ び 当 該 道 路 床 版 の 側 端 部 と 前 記 PCa壁 高 欄 の 下 端 部 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 が 充

填 さ れ て い る こ と で 、 特 に ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材 が 劣 化 等 に よ っ て 破 断 し て も 、 道 路 床

版 の 側 端 部 に 突 出 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 コ ン ク リ ー ト の 劣 化 等 に 伴 う 道 路 床 版 側 端 部 の コ ン ク リ ー ト の 剥 落 を 未 然 に 防 止

す る こ と が で き る と 共 に 、 道 路 床 版 の 側 端 部 に 突 出 す る PC鋼 材 の 端 部 お よ び 定 着 具 が 露 出

す る の も 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 捨 て 型 枠 は 上 部 捨 て 型 枠 と 下 部 捨 て 型 枠 と か ら 構 成 さ れ 、 上 部 捨 て 型 枠 の 上 端 部

は PCa壁 高 欄 の 外 面 側 の 下 端 部 に 、 下 部 捨 て 型 枠 の 下 端 部 は 記 道 路 床 版 の 側 端 部 に そ れ ぞ

れ 固 定 さ れ 、 か つ 上 部 捨 て 型 枠 と 下 部 捨 て 型 枠 は 双 方 の 端 部 に 形 成 さ れ た フ ッ ク 状 の 連 結

部 ど う し を 噛 み 合 わ せ る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る こ と で 、 グ ラ ウ ト 材 の 充 填 は 道 路 床 版

側 か ら の 作 業 の み と な り 、 従 来 の 型 枠 に 比 べ て 作 業 足 場 等 が 不 要 に な る 等 し て 、 工 期 の 大

幅 な 短 縮 化 と 工 事 費 の 低 減 化 等 を 図 る こ と が で き 、 ま た 作 業 足 場 に よ る 高 所 作 業 が 低 減 で

き 作 業 の 安 全 性 の 向 上 に 繋 が る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 捨 て 型 枠 の 寸 法 誤 差 や 施 工 誤 差 を 容 易 に 修 正 す る こ と が で き 、 し か も PCa壁 高 欄

背 面 の 雨 だ れ 水 が 捨 て 型 枠 の 内 側 に 浸 入 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、 さ ら に 連 結 部 が 劣

化 し て も 捨 て 型 枠 が は ず れ て 脱 落 す る お そ れ も な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 図 １ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と の 接 合 部 を 示 し 、 図 1(a)は そ の 施 工 後 を 示

す 斜 視 図 、 図 1(b)は 施 工 前 を 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 の 側 端 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 の 側 端 部 に 下 部 捨 て 型 枠 を 設 置 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で

あ る 。

【 図 ４ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 の 側 端 部 に 捨 て 型 枠 と PCa壁 高 欄 を そ れ ぞ れ 設 置 し 、 か つ

下 部 捨 て 型 枠 と PCa壁 高 欄 に 設 置 さ れ た 上 部 捨 て 型 枠 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 道 路 床 版 の 一

部 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 の 側 端 部 に 捨 て 型 枠 と PCa壁 高 欄 を そ れ ぞ れ 設 置 し 、 か つ

下 部 捨 て 型 枠 と PCa壁 高 欄 に 設 置 さ れ た 上 部 捨 て 型 枠 を 連 結 し 、 さ ら に グ ラ ウ ト モ ル タ ル
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を 充 填 し た 状 態 を 示 す 道 路 床 版 の 側 端 部 の 一 部 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 道 路 床 版 と 場 所 打 ち 壁 高 欄 の 接 合 部 の 構 造 を 示 す 道 路 橋 の 一 部 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 と 場 所 打 ち 壁 高 欄 と の 接 合 部 を 示 す 道 路 橋 の 一 部 斜 視 図

で あ る 。

【 図 ８ 】 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 と PCa壁 高 欄 と の 接 合 部 を 示 す 道 路 橋 の 一 部 斜 視 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ ～ 図 ５ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ り 、 PCa・ PC構 造 の 道 路 床 版 と PCa構 造 の 壁 高 欄 と

の 接 合 部 を 図 示 し た も の で あ る 。 図 に お い て 、 道 路 床 版 １ の 側 端 部 に 壁 高 欄 ２ が 設 置 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 道 路 床 版 １ の 側 端 側 に 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 か ら 道 路 床 版 １ の 側 端 部 に か け て 連 続 す

る 捨 て 型 枠 ３ が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 道 路 床 版 １ の 側 端 部 と 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 と の 間

お よ び 道 路 床 版 １ の 側 端 部 と 捨 て 型 枠 ３ と の 間 に グ ラ ウ ト 材 と し て 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ

ル ４ が 一 体 に 充 填 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 道 路 床 版 １ は 、 当 該 床 版 １ 内 の 橋 軸 直 角 方 向 に 挿 通 さ れ た 複 数 の PC鋼 材 ５ に よ っ て 橋 軸

直 角 方 向 に 所 定 量 の プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と に よ り 補 強 さ れ て い る 。 PC鋼 材 ５ は 道 路

床 版 １ 内 に 一 段 ま た は 二 段 に 挿 通 さ れ 、 か つ 橋 軸 方 向 に 一 定 間 隔 に 挿 通 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 PC鋼 材 ５ は 、 プ レ テ ン シ ョ ン PC鋼 材 ま た は ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材 の い ず れ で も

よ く 、 実 施 形 態 で は ポ ス ト テ ン シ ョ ン PC鋼 材 が 一 段 に 挿 通 さ れ 、 か つ 各 PC鋼 材 ５ の 端 部 は

道 路 床 版 １ の 側 端 部 に 突 出 さ れ 、 か つ 定 着 ナ ッ ト ６ に よ っ て 定 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 道 路 床 版 １ の 側 端 部 に 複 数 の ル ー プ 筋 ７ が 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ 内 に 突 出 し

た 状 態 で 配 筋 さ れ 、 各 ル ー プ 筋 ７ は 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ 内 の 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面

内 で 矩 形 状 の ル ー プ を 形 成 す る よ う に 配 筋 さ れ 、 か つ 橋 軸 方 向 に 一 定 間 隔 に 配 筋 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 一 方 、 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 に は 複 数 の ル ー プ 筋 ８ が 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ 内 に 突 出 し

た 状 態 で 配 筋 さ れ 、 各 ル ー プ 筋 ８ は 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ 内 の 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面

内 で 矩 形 の ル ー プ を 形 成 す る よ う に 配 筋 さ れ 、 か つ ル ー プ 筋 ７ と 橋 軸 方 向 に 交 互 に 重 な る

よ う に 配 筋 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 な お 、 ル ー プ 筋 ７ と ８ は 、 い ず れ も 、 原 則 と し て 道 路 床 版 １ と 壁 高 欄 ２ の 工 場 で の 製 作

時 に 配 筋 さ れ 、 ま た 道 路 床 版 １ と 壁 高 欄 ２ の コ ン ク リ ー ト 内 に そ れ ぞ れ 配 筋 さ れ た 主 筋 な

ど の 補 強 筋 の 一 部 を ル ー プ 状 に 突 出 さ せ る 等 し て 配 筋 さ れ て い る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、

ル ー プ 筋 ７ と ８ 内 に 複 数 の 縦 補 強 筋 ９ が 橋 軸 方 向 に 連 続 し て 配 筋 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 捨 て 型 枠 ３ は 、 道 路 床 版 １ 側 に 設 置 さ れ た 下 部 捨 て 型 枠 10と 壁 高 欄 ２ 側 に 設 置 さ れ た 上

部 捨 て 型 枠 11と か ら 構 成 さ れ 、 ま た 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 か ら 道 路 床 版 １ の 先 端 部 に か け て 連

続 し 、 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ 、 PC鋼 材 ５ の 端 部 お よ び 定 着 ナ ッ ト ６ を 含 む 道 路 床 版 １

の 側 端 側 の 全 面 を 覆 う よ う に 壁 高 欄 ２ の 背 面 に 沿 っ て ほ ぼ 鉛 直 に 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 下 部 捨 て 型 枠 10は 、 ス テ ン レ ス 板 な ど の 耐 腐 食 性 の 金 属 板 か ら 橋 軸 方 向 に 一 定 長 に 形 成

さ れ 、 上 端 部 に 連 結 部 10a、 下 端 部 に 水 切 り 部 10bと 固 定 部 10cが そ れ ぞ れ 一 体 に 形 成 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 連 結 部 10aは 、 下 部 捨 て 型 枠 10の 上 端 部 を 外 向 き (道 路 床 版 の 反 対 側 )に 折 り 返 す こ と に
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よ り 真 下 に 開 口 す る フ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 水 切 り 部 10bと 固 定 部 10cは 、 捨 て

型 枠 10の 下 端 部 を 内 向 き (道 路 床 版 側 )に 上 り 勾 配 の 斜 め に 折 り 返 し 、 さ ら に そ の 先 端 部 を

道 路 床 版 １ の 側 端 面 に 沿 っ て 真 上 に 鉛 直 に 折 り 返 す こ と に よ り 連 続 し た 形 状 に 形 成 さ れ 、

固 定 部 10cに は 複 数 の 固 定 孔 10dが 橋 軸 方 向 に 一 定 間 隔 で 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 下 部 捨 て 型 枠 10の 下 端 部 は 、 道 路 床 版 １ の 側 端 面 に 水 切 り 部 10bが 道 路 床 版 １ の

下 端 面 よ り 下 方 に 突 出 し た 状 態 で 添 え 付 け ら れ 、 か つ 固 定 孔 10dを 貫 通 す る 複 数 の 固 定 ボ

ル ト 12に よ っ て 固 定 部 10cを 道 路 床 版 １ の 側 端 面 に ボ ル ト 止 め す る こ と に よ り 固 定 さ れ て

い る (図 ３ )。 ま た 、 下 部 捨 て 型 枠 10の 上 端 部 は 上 部 捨 て 型 枠 11の 下 端 部 に 連 結 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 固 定 ボ ル ト 12は 、 道 路 床 版 １ の 側 端 面 に 埋 設 さ れ た イ ン サ ー ト ナ ッ ト 13に 螺 合 さ れ て い

る 。 な お 、 固 定 孔 10dを 水 平 方 向 に 長 軸 を 有 す る 長 孔 と す る こ と に よ り 下 部 捨 て 型 枠 と 道

路 床 版 １ の 側 端 面 に 埋 設 さ れ た イ ン サ ー ト ナ ッ ト 13と の 施 工 誤 差 を 吸 収 で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 上 部 捨 て 型 枠 11は 、 下 部 捨 て 型 枠 10と 同 様 に ス テ ン レ ス 板 な ど の 耐 腐 食 性 の 金 属 板 よ り

橋 軸 方 向 に 所 定 長 に 形 成 さ れ 、 か つ 下 端 部 に 下 部 捨 て 型 枠 10の 連 結 部 10aと 噛 み 合 う 連 結

部 11aが 形 成 さ れ て い る 。 連 結 部 11aは 上 部 捨 て 型 枠 11の 下 端 部 を 内 向 き (道 路 床 版 側 )に 折

り 返 し て 真 上 に 開 口 す る フ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 上 部 捨 て 型 枠 11の 上 端 側 は 壁 高 欄 ２ の 外 面 側 の 下 端 部 に 固 定 さ れ 、 下 端 側 は 壁 高

欄 ２ の 外 面 に 沿 っ て 下 部 捨 て 型 枠 10側 に 所 定 長 垂 設 さ れ 、 か つ 下 部 捨 て 型 枠 10の 連 結 部 10

aに 連 結 部 11aを 噛 み 合 せ る こ と に よ り 下 部 捨 て 型 枠 10の 上 端 部 と 連 結 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 上 部 捨 て 型 枠 11は 、 ア ン カ ー 等 を 予 め 溶 接 し そ の 後 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 壁 高 欄 ２ を

完 成 さ せ る こ と に よ り 壁 高 欄 ２ と 一 体 化 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 上 部 捨 て 型 枠 11は 下 部 捨 て 型 枠 10の 下 端 部 と 同 様 に 、 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 に 埋 設 さ

れ た イ ン サ ー ト ナ ッ ト に 固 定 ボ ル ト で ボ ル ト 止 め し て 後 付 け と す る 構 造 に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の よ う に 設 置 さ れ た 下 部 捨 て 型 枠 10と 上 部 捨 て 型 枠 11と か ら な る 捨 て 型 枠 ３ と 道 路 床

版 １ の 側 端 部 と の 間 、 お よ び 道 路 床 版 １ の 側 端 部 と 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 と の 間 に グ ラ ウ ト 材

と し て 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ が 一 体 に 充 填 さ れ 、 以 上 の 構 成 に よ り 道 路 床 版 １ の 側 端

部 に 壁 高 欄 ２ の 下 端 部 が 一 体 的 に 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 次 に 、 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る と 、 最 初 に 道 路 床 版 １ の 側 端 側 に 下 部 捨 て 型 枠 10を 配

置 し 、 鉛 直 方 向 お よ び 橋 軸 方 向 の 位 置 決 め を 行 っ た 後 、 下 端 部 を 道 路 床 版 １ の 側 端 面 に 固

定 ボ ル ト 12に よ っ て ボ ル ト 止 め す る (図 ３ )。 そ の 際 、 特 に 固 定 ボ ル ト 12を 通 す 固 定 孔 10d

が 橋 軸 方 向 に 長 孔 に 形 成 さ れ て い る こ と で 、 下 部 捨 て 型 枠 10の 橋 軸 方 向 の 位 置 調 整 が し や

す い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 次 に 、 道 路 床 版 １ の 側 端 部 に 壁 高 欄 ２ を 双 方 の ル ー プ 筋 ７ と ル ー プ 筋 ８ が 橋 軸 方 向 に 交

互 に 重 な る よ う に 吊 り 込 む と 共 に 、 下 部 捨 て 型 枠 10の 連 結 部 10aと 上 部 捨 て 型 枠 11の 連 結

部 11aと を 噛 み 合 わ せ て 下 部 捨 て 型 枠 10の 上 端 部 と 上 部 捨 て 型 枠 11の 下 端 部 と を 連 結 す る (

図 ４ )。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 そ し て 、 壁 高 欄 ２ の 鉛 直 方 向 お よ び 橋 軸 方 向 の 位 置 決 め を し 、 支 保 工 材 で 壁 高 欄 ２ を 仮

固 定 す る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て ル ー プ 筋 ７ と ８ 内 に 複 数 の 縦 補 強 筋 ９ を 橋 軸 方 向 に 連 続 し

て 配 筋 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 次 に 、 道 路 床 版 １ の 側 端 部 と 捨 て 型 枠 ３ と の 間 お よ び 道 路 床 版 １ の 側 端 部 と 壁 高 欄 ２ の

下 端 部 と の 間 に 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル ４ を 一 体 に 充 填 す る (図 ５ )。 以 上 の 施 工 手 順 に よ

り 道 路 床 版 １ と 壁 高 欄 ２ を 一 体 に 接 合 す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 橋 な ど の 新 規 の 壁 高 欄 の 設 置 お よ び 既 存 の 壁 高 欄 の 改 修 等 を 急 速 施 工 に

よ り き わ め て 容 易 に か つ 経 済 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 １ 　 道 路 床 版

　 ２ 　 壁 高 欄

　 ３ 　 捨 て 型 枠

　 3a　 連 結 部

　 3b　 水 切 り 部

　 3c　 固 定 部

　 3d　 固 定 孔

　 ４ 　 無 収 縮 グ ラ ウ ト モ ル タ ル (グ ラ ウ ト 材 )

　 ５ 　 PC鋼 材

　 ６ 　 定 着 ナ ッ ト

　 ７ 　 ル ー プ 筋

　 ８ 　 ル ー プ 筋

　 ９ 　 縦 補 強 筋

　 10　 下 部 捨 て 型 枠

　 10a　 連 結 部

　 10b　 水 切 り 部

　 10c　 固 定 部

　 10d　 固 定 孔

　 11　 上 部 捨 て 型 枠

　 11a　 連 結 部

　 12　 固 定 ボ ル ト

　 13　 イ ン サ ー ト ナ ッ ト

　 14　 ア ン カ ー 筋
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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